
 

 

「新しいスタートに向けて」 

                     校長  上
うえ

 田
だ

 泰
やす

 正
まさ

  

 
 木々や花々も一段と鮮やかさを増し、春の日差しが眩しい季節となりました。保護者の
皆様方、お子様の御入学・御進級、誠におめでとうございます。校長室から見えるグランド
では、部活動に一生懸命に取り組む子どもたちを暖かくやわらかな光が包んでくれている
ようです。 
 この度の異動で、小倉 弘一 前校長の後任として、さいたま市立馬宮中学校から着任
いたしました 上田 泰正（うえだ やすまさ）と申します。どうぞよろしくお願いいた
します。歴史と伝統を刻んだ本校が、一歩一歩着実に前進できるよう微力ではございます
が、本気で取り組んでいく所存です。 
 私が着任し、うれしい事として、昨日、新２・３年生が入学式の準備のために登校し、一
生懸命に新１年生のために準備をしてくれました。また、大きな声で気持ちのよい挨拶を
してくれ、大変すがすがしい気持ちになりました。 
 今年度の春里中学校は、新入生２２４名を新しい仲間に加え、全校生徒６９８名で令和
７度が始まりました。教職員は、異動等により１５名の教職員が転出又は退職され、新た
に１３名が着任し総勢６０名でスタートいたしました。春里中学校を支えてきた先生方が
入れ替わりましたが、新たな教職員で伝統ある春里中学校のよさを受け継ぎ、生徒、保護
者、地域の期待に応え、信頼される学校づくりをさらに目指し、教職員一同全力で取組ん
で参ります。 
 さて、これまでの学校教育目標「自ら学ぶ生徒 思いやりのある生徒 健やかな生徒」
を継承し、「子どもたちの歓声が響き、笑顔あふれる」学校づくりに邁進いたします。 
 「子どもたちの歓声が響き、笑顔あふれる学校」とは、生徒一人ひとりが、朝登校する
時、今日は勉強や部活動ではこんなことができるようになりたい、友達とこんな話をしよ
うなど、明るく元気に希望をもって登校し、思いやりや温かみをもって、授業や行事、部活
動、休み時間での友達とのふれあいなど充実した活動を送り、下校する時、今日は授業で
こんなことが分かった、部活動でこんなことができるようになった、友達との活動の中で、
この人のもっている素晴らしさに触れることができたなど、朝は「希望の登校」で始まり、
夕方は「満足の下校」で自宅へ帰れるような、その日の学校生活の中で、成就感や充実感を
感じる学校を目指したいと思います。 
 全生徒にとって、学校が心地よい居場所であり、「子どもたちの歓声が響き、笑顔あふれ
る学校」を築くことこそが、本校の学校教育目標につながると考えます。 
 この１年間に行う教育活動は、学校教育目標の実現に向けて、私たち春里中学校の教職
員は、全生徒たちを応援していきます。これからもどうぞよろしくお願いします。 
 最後に、保護者、地域の皆様方には様々な機会に、教育活動や生徒の学ぶ姿、成長の様子
など見ていただき、忌憚のない御意見を賜りますとともに、一層の御支援、御協力をお願
い申し上げます。 


